
　
岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校

は
２
０
０
０
年
４
月
、
通
信
制
課
程
を
設
置

し
た
。
当
時
、
全
国
的
に
増
え
て
い
た
不
登

校
の
生
徒
が
、
毎
日
登
校
し
な
く
て
も
高
校

教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め

だ
。
働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
得
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
一
定
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で

あ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
、
社
会
人
が
出
席
し

や
す
い
日
曜
日
に
設
定
す
る
な
ど
、
よ
り
よ

い
仕
組
み
を
模
索
。そ
し
て
21
年
度
、「『
好

き
』を
究
め
る
シ
ン
・
ガ
ッ
コ
ー
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、生
徒
が
「
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
」

と
「
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
」
の
ど
ち
ら
か
の

学
び
方
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
２
つ
の
学
び
方
に
共
通
す
る
の
は
、
高
校

卒
業
に
必
要
な
74
単
位
の
修
得
だ
（
図
１
）。

必
履
修
科
目
以
外
は
、
生
徒
が
自
分
で
履
修

科
目
を
選
択
。
前
・
後
期
制
で
あ
る
同
校
で

は
、
各
期
に
最
大
15
単
位
ま
で
履
修
で
き
る
。

　
単
位
認
定
の
要
件
は
、
各
科
目
が
課
す
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
と
、
年
２
回
の
集
中
ス
ク
ー

リ
ン
グ
へ
の
出
席
だ
。各
期
の
初
め
に
、そ
の

期
に
課
す
全
レ
ポ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
、生
徒

は
自
宅
や
学
校
な
ど
で
取
り
組
み
、期
日
ま

で
に
提
出
す
る
。レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
、

授
業
と
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
集
中
ス
ク
ー
リ

ン
グ
へ
の
出
席
資
格
が
得
ら
れ
る
。
集
中
ス

ク
ー
リ
ン
グ
の
期
間
は
毎
日
登
校
し
、
テ
ス

ト
に
向
け
た
学
習
が
行
わ
れ
る
授
業
を
受
け
、

テ
ス
ト
で
合
格
点
が
取
れ
れ
ば
単
位
修
得
と

な
る
。
テ
ス
ト
の
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
だ

が
、
合
格
基
準
は
厳
し
く
設
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
生
徒
は
１
人
１
台
の
端
末
を
持
ち
、

レ
ポ
ー
ト
の
受
送
信
の
ほ
か
、
質
問
や
相
談
、

事
務
連
絡
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　
２
つ
の
学
び
方
の
違
い
は
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

型
は
卒
業
単
位
の
修
得
の
み
が
必
須
で
、
登

校
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
卒
業
単
位
の
修
得
に

加
え
、
登
校
し
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
た

指
導
を
受
け
た
り
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　
生
徒
は
自
分
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
ど

ち
ら
か
の
学
び
方
を
選
ぶ
。
仕
事
や
夢
の
実

現
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
を

選
び
自
宅
で
学
ぶ
生
徒
、
学
校
の
活
動
に
参

加
し
た
い
と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
選
び
、

で
き
る
だ
け
登
校
し
つ
つ
も
、
体
調
不
良
の

時
は
自
宅
学
習
に
切
り
替
え
る
生
徒
、
半
年

間
海
外
に
留
学
し
、
そ
の
期
は
修
得
単
位
数

が
０
で
も
、
残
り
の
５
期
で
卒
業
単
位
を
修

得
す
る
生
徒
な
ど
、
学
び
方
は
多
様
だ
。
期

ご
と
に
学
び
方
を
変
更
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
た
だ
、
学
び
方
に
制
約
が
少
な
い
半
面
、

自
己
管
理
が
求
め
ら
れ
る
と
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
型
担
任
の
岡
野
文
昭
先
生
は
語
る
。

　「
通
信
制
の
生
徒
は
卒
業
要
件
を
十
分
理

解
し
、
自
分
の
意
思
で
科
目
を
履
修
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
分
で
考
え
て
選
択
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
で
、
自
由
で
あ
り
な

が
ら
、
厳
し
い
と
も
言
え
ま
す
」

　
そ
う
し
た
中
で
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
設

置
し
た
理
由
を
、
土
屋
俊
之
教
頭
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。
　
　

　「
通
信
制
に
入
学
す
る
生
徒
の
多
く
は
、

中
学
校
時
代
に
不
登
校
だ
っ
た
り
、特
別
支

援
学
級
に
通
っ
て
い
た
り
し
た
生
徒
で
す
。

生
徒
が
学
び
方
を
選
ん
で
学
ぶ
環
境
を
整
備
し
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
立
で
き
る
よ
う
、生
徒
を
支
援

岡
山
県
・私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程

岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程
は
、
通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で
あ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
に
、

生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
見
い
だ
し
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
掘
り
下
げ
た
り
す
る
教
育
活
動
を
設
け
、
毎
日
の
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、卒
業
後
、生
徒
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
力
の
向
上
と
精
神
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

通信制

事例 3

通信制の現状について
P.９で解説

「
自
宅
」と「
学
校
」の
ど
ち
ら
で

学
ん
で
も
単
位
修
得
が
可
能
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毎
朝
登
校
し
、大
人
数
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
難
し
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生

徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
登
校
し
、
周
囲
と
人

間
関
係
を
築
き
な
が
ら
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
、進
学
や
就
職
を
し
た
後
に
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、学
び
と
経
験
を
重
ね

て
い
く
の
が
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
で
す
」

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
、
午
前
は
レ
ポ
ー

ト
作
成
指
導
な
ど
、
午
後
は
「
木
曜
ス
ペ
シ

ャ
ル
」
や
系
統
別
活
動
な
ど
の
時
間
割
が
組

ま
れ
て
い
る
（
Ｐ
．18
図
２
）。

　
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
は
、
各
科
目
の
担
当

教
師
が
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
て
指
導
す
る

活
動
だ
。
毎
日
２
科
目
ず
つ
設
定
さ
れ
て
お

り
、
生
徒
は
履
修
科
目
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指

導
に
出
席
す
る
。
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

の
松
島
明
希
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
出
席
す
る
生
徒

は
10
人
程
度
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

や
特
性
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
主
体
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
生
徒

が
質
問
し
て
き
た
ら
教
師
は
答
え
る
形
と
し

て
い
ま
す
が
、
自
分
か
ら
支
援
を
求
め
る
の

が
苦
手
な
生
徒
に
は
、
教
師
か
ら
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
木
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
は
、
生
徒
が
自
分
の

興
味
・
関
心
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
多
彩
な
活
動
を
用
意
し
て
い
る
（
写

真
）。
系
統
別
活
動
は
、「
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
」「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」「
た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
」

な
ど
の
６
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
生
徒

は
そ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
主
体
的
に
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
の
活
動
は
単
位
認
定

卒業単位　74単位　同校は前・後期制
各期に最大15単位の履修が可能。転・編入学は、前の在籍校での修得単位が引
き継がれる。

年２回の集中スクーリング　各期に授業５日間、テスト３日間
同校の教室で実施。生徒は、自分が履修している科目の授業に出席する。授業
内容はテストに向けた学習など。履修科目の単位認定テストを受け、合格する
と単位修得となる。

履修科目のレポート提出　１科目あたり各期１〜６回程度
履修科目で課されたレポートを期日までに提出する。レポートの配信・提出は
端末で行われる。その期の初めにすべてのレポートが配信されるが、いつ、ど
のように取り組むのかは、生徒が決める。科目によってレポートの数は異なるが、
各期に１〜６回程度。

＠Home型 ＠School型

岡山理科大学附属高校通信制課程の仕組み図１

※学校資料を基に編集部で作成。

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

松
島
明
希
子 

ま
つ
し
ま
・
あ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。理
科
。

た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
系
担
当
。

教
務
課
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

岡
野
文
昭 

お
か
の
・
ふ
み
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
国
語

科
。
情
報
科
。
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
系
担
当
。

教
頭土屋

俊
之 

つ
ち
や
・
と
し
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英

語
科
。

@School型の主なプログラム
e-NIE　ニュースサイトの記事を読み解きながら、
世界や世の中を学ぶ。

リモート留学　オンライン英会話ツールで、海外
在住の外国人、または日本人から、マンツーマン
の英会話レッスンを受ける。自宅などでも受講は
可能。

レポート作成指導　各科目の担当教師から、レ
ポート作成のための指導が受けられる。毎日２科
目ずつ設定されていて、履修科目への出席が可能。

木曜スペシャル　ロボットのプログラミングやアフ
リカンアートの制作など、多彩なワークショップを
実施。企業や大学等との連携企画もある（写真）。

自宅でレポートを作成
自宅などで、自分のペースでレ
ポートの作成やデジタル学習に
取り組む。オンラインで教師に
質問や相談をすることが可能。
登校して教師に質問することが
できる指導日も設けられている。

学校で多彩な活動に取り組む
学校に登校して、様々な活動に取り組む。
午前はe-NIEやリモート留学、レポート作
成指導、デジタル学習などで、午後は体育
やサイエンス実験、木曜スペシャル、系統
別活動などがある。いずれも参加は任意
で、生徒が自分で参加する活動を決める。

写真　ある日の木曜スペシャルでは、岡山理科大
学生物生産教育研究センターを訪れ、様々な魚種
の養殖に関する研究の様子を見学した。

設
立
　
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
　

形
態
　
通
信
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
60
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
開
智
国

際
大
、
京
都
芸
術
大
、
京
都
産
業
大
、
京
都
精
華
大
、
大

阪
工
業
大
、
大
阪
芸
術
大
、
大
阪
産
業
大
、
関
西
福
祉
大
、

岡
山
理
科
大
、
吉
備
国
際
大
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
、
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
な
ど
に
延
べ
18
人
が
合
格
。
専
門

学
校
進
学
４
人
。
就
職
４
人
。

学
校
概
要

徐
々
に
学
校
に
慣
れ
て
い
け
る
よ
う
、

系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
も
歓
迎
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に
は
直
接
関
係
は
な
い
こ
と
か
ら
出
席
は
任

意
だ
が
、
同
校
は
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

　「
何
時
に
登
校
し
て
も
、生
徒
に
は『
よ
く

来
た
ね
』と
、私
た
ち
は
笑
顔
で
接
し
て
い

ま
す
。
系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
で
も
大
歓

迎
で
す
。
短
時
間
で
も
登
校
し
て
周
囲
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
友
人
と
一
緒
な
ら

と
、
午
後
の
ほ
か
の
活
動
に
も
出
席
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
教
師
と
話
す
機
会
が
増
え

る
と
、
午
前
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
も
出

席
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
て
徐
々
に
学

校
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
で
、
毎
日
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
生
徒
の
自
立
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
１

つ
が
、「
ジ
ブ
ン
割
」だ（
図
２
）。次
週
の
レ

ポ
ー
ト
作
成
指
導
の
科
目
や
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
た
時
間
割
を
配

信
。生
徒
は
そ
れ
を
見
て
、登
校
時
刻
や
出
席

す
る
活
動
を
記
入
し
て
学
校
に
提
出
す
る
。

１
週
間
の
終
わ
り
に
は
、今
週
は
予
定
通
り

に
行
動
で
き
た
か
、振
り
返
り
を
記
入
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、
１
週
間
の
見
通
し
を
立
て

て
生
活
す
る
習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
取
り
組
み
、
自
己

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
生
徒
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」（
松
島
先
生
）

　
１
ク
ラ
ス
は
約
40
人
で
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型

と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
そ
れ
ぞ
れ
に
２
ク
ラ

ス
ず
つ
設
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
は
、
全
学
年
の

生
徒
の
混
合
と
し
て
い
る
。
年
齢
や
価
値
観
、

外
見
、
経
験
な
ど
、
多
様
な
生
徒
が
混
ざ
る

こ
と
か
ら
、
集
団
の
中
で
誰
か
が
浮
く
よ
う

な
状
況
は
生
じ
な
い
と
、岡
野
先
生
は
言
う
。
　
　
　
　

　「
生
徒
は
互
い
を
尊
重
し
、ど
ん
な
生
徒
も

受
け
入
れ
る
、フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
す
。
そ

れ
が
居
心
地
の
よ
さ
に
つ
な
が
り
、
登
校
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
運
営
は
基
本
的
に
生
徒
に
任

せ
、生
徒
間
で
問
題
が
起
き
て
も
、年
長
者
の

生
徒
が
う
ま
く
収
め
て
く
れ
ま
す
。
教
師
が

介
入
す
る
よ
り
も
、
自
分
た
ち
で
解
決
し
た

方
が
納
得
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
」

　
ま
た
、
生
徒
は
学
習
面
や
生
活
の
相
談
を

担
任
以
外
の
教
師
に
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　「
生
徒
と
教
師
の
間
に
も
相
性
は
あ
り
ま

す
か
ら
、
自
分
が
話
し
や
す
い
と
思
う
教
師

を
生
徒
は
選
び
、
教
師
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、

担
任
が
と
が
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
こ
と
が
風
通
し
の
よ
い
ク
ラ
ス
運
営

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
子
ど
も
の
就
学
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
保

護
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
同
校
は
普

段
か
ら
、
学
校
で
の
生
徒
の
様
子
を
保
護
者

に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
学
校
が
連
絡
す
る
の
が
問
題
が
起
き
た

時
だ
け
で
は
、
保
護
者
は
学
校
か
ら
の
連
絡

に
対
し
て
身
構
え
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、

普
段
登
校
し
な
い
生
徒
が
登
校
し
た
際
は
、

『
今
日
は
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
よ
』

と
、
生
徒
の
よ
い
様
子
を
保
護
者
に
連
絡
し

て
伝
え
る
だ
け
で
も
、
保
護
者
は
と
て
も
安

心
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
信
頼
を
寄
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
岡
野
先
生
）

　
教
師
が
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
登

校
予
定
の
生
徒
が
登
校
し
て
こ
な
い
場
合
、

そ
の
理
由
が
体
調
不
良
な
の
か
、
怠
慢
や
甘

え
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
だ
。

　「
卒
業
後
の
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

学
力
に
加
え
て
、
精
神
面
や
体
力
面
の
強
さ

も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
登
校
を
促
し
て

い
ま
す
が
、
つ
ら
い
状
況
に
あ
る
生
徒
に
対

し
て
、
教
師
は
寛
容
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

状
況
を
丁
寧
に
見
取
り
、
成
長
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
土
屋
教
頭
）

「ジブン割」　生徒の記入例図２

生徒は翌週の計画を自分で立て、「ジブン割」に記入して学校に提出する。「ジブン割」は保
護者とも共有している。予定にない休みは、所在確認のため、学校に必ず連絡するよう、生
徒に伝えている。「『予定と異なる行動をするなら、その変更を何らかの方法で周りに伝える
ことは、社会では必須の行動だよ』と、生徒に説明しています」と、松島先生は語る。
※学校資料を基に編集部で作成。

登校・オンライン・在宅学習の中から、その日の学習方
法を選択。登校の場合は登校時刻を記入

日々の振り返りや１週間のまとめ、目標の達成率を記入

ク
ラ
ス
は
全
学
年
混
合
で
、

担
任
以
外
の
教
師
に
も
相
談
で
き
る

出席予定の活動に丸を
つける
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